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箱根組は自然を大切にします

 

誰でも参加できます！

 

保険付

！

 

[image: image2.png]


[image: image3.png]



[image: image4.png]


[image: image5.png]





　　　 

箱根組の記録  

１９９１年　　
１１月　明神岳･明星岳
１９９２年　　

　 １月　鈴木宅新年会　　　２月　鐘ヶ岳　　　３月　岩殿山

４月　乙女峠　　  　　　　６月　水の塔･籠の塔･湯の丸

７月　三つ峠　　　　  　　８月　小楢山　　１０月　三峰山

１１月　金時山　　　　 　１２月　石裂山　　１２月　飯能河原忘年会
１９９３年　　
　１月　鈴木宅新年会　　　２月　石老山　　　３月　経ヶ岳

４月　鳴虫山　　　  　　５月　大菩薩峠　　６月　迦葉山･玉原湿原



７月　乾徳山　　　　　　８月　富津の海　　９月　芦ノ湖外輪山

　　　　１０月　岩殿山　　　　　１１月　鷹取山　　１２月　若洲忘年会
１９９４年　
　　１月　箱根湯坂道一泊　　２月　奥武蔵丸山　   ４月　六ッ石山



５月　丹沢湖　　　   　　　６月　北八ヶ岳天狗岳　７月　北八ヶ岳北横岳
７月　入笠山　　　　   　　８月　富津の海　　  　　９月　大菩薩峠

　  　　１０月　武川岳　　  　　　１１月　大菩薩峠　　  　１２月　飯能河原忘年会
１９９５年　　
　　１月　山中湖一泊新年会　２月　秩父御岳山　　  　４月　岩殿山
　　５月　雁ヶ腹摺山　 　   　６月　迦葉山･玉原高原 ７月  百倉山

　　 　８月　富津の海　　   　　　９月　棒の折山　    　１０月　飯能･天覧山･多峯主山

１１月　丹沢三の塔　　  　１２月　人形町忘年会　
１９９６年　
　　１月　下田新年会　　　　２月　大霧山　　　　　　４月　矢平山    ５月　九鬼山　　　 　　
　６月　名栗湖　　　　　　８月　富津の海       ９月　丹沢ヒゴノ沢　　１０月　古峰ヶ原　　　
　１１月　御岳山   　　１２月　飯能河原忘年会
１９９７年　　
　１月　秩父一泊新年会　　２月　皇鈴山　　　　　　３月　鷹取山


　４月　名栗湖　　　　　　５月　笹子雁ヶ腹摺山　　６月　本社ヶ丸


　　７月　新潟の海２泊　　　８月　入川谷･布滝 　　１０月  高畑山

　　１１月　顔振峠･越上山　 １２月　飯能河原忘年会　

１９９８年　　　 

１月　浅間尾根　　　　　２月　新鹿沼岩山　　　　３月　生藤山
　４月　五日市小峰公園　　５月　武甲山　　  　　６月　今熊山･金剛の滝

　７月　富津の海　　　　　８月　江戸川はぜつり　９月　本仁田山

１０月　三湖台･紅葉台　　１１月　御坂山　　　　１２月　金剛の滝忘年会
１９９９年　　
　１月　新鹿沼岩山　　　　２月　帯那山　　　　　３月　矢倉岳

   　４月　日向山　　    　５月　杓子山　　    ６月　月湯女温泉一泊･越後黒姫山
７月　大蔵高丸　　　　８月　入川谷･布滝　　９月　乾徳山

 １０月　夜叉神峠･高谷山　１１月　扇山　　 １２月　飯能河原忘年会

２０００年　　
　１月　大山　　　　　　　２月　奥武蔵･二子山　　３月　金剛の滝

４月　鳴虫山　　　　　　５月　迦葉山･玉原高原　６月　青梅天婦羅
　７月　精進湖･パノラマ台 ８月　大菩薩嶺　　　　 ９月  釈迦ヶ岳　　　１０月　倉戸山 
 １１月  青梅丘陵・雷電山

箱根組ニュース�





１１月２６日（日）東京駅発６時３０分の特別快速高尾行に乗り込む。立川で乗り換え、青梅線軍畑駅に８時２３分に下車。降り立ったのは、川名、大塚、宗像、鈴木、浮田、卜部、西川、浅井夫人、久し振りの有倉、田村、戸丸の１１名。天候は晴れ。


駅前で自己紹介、体操をして８時３４分歩き出す。来た方向の線路を渡り、右に見える雷電山らしき山を見ながら進んでゆく。しばらくは舗装道路が続く。沢の音を聞きながら、黄色く色づいた今が盛りの紅葉を楽しみながら進む。８時４７分、左、高水三山の登山口となる、われわれはそのまま舗装路で高度を稼ぐ。


９時５分、榎峠。ここが青梅丘陵ハイキングコース（雷電山など）の登山口である。車道から右に山道を入ると早速、尾根道になり、なかなかの雰囲気だ。








９時２５分、最初のピークに到着。





切手代として西川さんより千円、宗像さんより千円、大塚さんより千円、浅井さんより千円頂きました。皆様ありがとうございました。





今月のお勧めの一冊　（田村）


（前回の山行でお話しした本の紹介です。）


長野在住の丸山晴弘氏の書いた信濃毎日新聞社出版「長野魅力の山と湯」という本が出ました。丸山氏は長野遭難対策本部の指導員でヤマケイでは、「中高年の山歩き」とか、「遭難の仕方教えます」、等の著書があります。


内容は、これからの中高年にはぴったりの、低山と温泉をセットにコースをわかりやすく組んであります。載っている写真も綺麗です。


長野には北アルプスや八ヶ岳、その他の有名な山がたくさんありますが、それらはほかのガイドブックには必ずあります。この本にある山は親しみやすい、味のある山と、秘湯に近い温泉が、紹介されています。


私も何度か同行させてもらいましたが、志賀高原の「幸の湯」とか戸隠の越水高原にある「戸隠小舎」等、心温まる宿でした。山登りにこだわることなく温泉だけでもホッとする宿です。そのうち本屋さんにも並ぶと思いますが、田村に購入を申し込んだ人には、丸山氏のサインを書いてもらって送ります。


値段は１５００円ですが、若干安くなります。


申し込みは　　電話　03-3699-8952　田村までご連絡ください　　　　　　　　　　  　　　電話　0257-45-2695　　FAX　0257-24-5229


締め切りは１２月２０日とします。　


　











このコースは、いくつもいくつも、ピークを越えていくので、５００ｍ以下の山にもかかわらず、かなりの醍醐味を味わえる山だった。


檜などの針葉樹に混じって、紅葉した落葉樹がきれいだった。９時４０分、雷電山。これが山頂かと思うほど林の中にあるピークである。木漏れ日が枝越しに差込み美しい景色を作り出す。９時５０分発。１０時１０分、二俣尾分岐。１０時２０分、辛垣城下。急勾配を攀じ登ると自然の岩をうまく利用した、山城の名残を残していた。辛垣山頂１０時３０分。名郷峠１０時５０分。幾つかのピークを越えて１１時３０分、三方山着。ここで昼食にする。持参のお弁当に熱いなめこ汁、卜部さんのおでんがおいしかった。お酒も…、


　１３時１０分発。小さい[ヤブコウジ
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晩秋の青梅丘陵に名残の紅葉狩りを楽しむ　２３、０２０歩！





切手残数


１１０円切手　　　４枚


　９０円切手　　１６枚


８０円切手　　７０枚


６０円切手　　４０枚


５０円切手　　２６枚





次回１２月１７日（日）は忘年会です。





今年も師走を迎える季節となりました。今年も忘年会山行として、昨年と同じ飯能河原にしました。暖かいものを囲んで、今年行った山のこと、これから行ってみたい山のこと、その他いろいろ・・・・食べて飲んでおしゃべりして、寒さを忘れて楽しい一日を過ごしましょう。








持ち物　防寒着、ポットにお湯、食器、カップ、雨具、その他、好きな飲み物





寒いので防寒対策を万全にしてください。





集合　西武池袋駅８時１６分発


快速急行　西武秩父行（前から３両目車内）


（飯能着　９時７分）





途中駅発車時間　ひばりが丘　８時３４分


　　　　　　　　所沢　　　　８時４４分





申し込みは１２月１６日（土）まで


tel　03-3699-8952  田村


tel･fax　03-3521-6898  戸丸　   


携帯 090-4541-7066  戸丸


I mail  � HYPERLINK "mailto:090-4541-7066@docomo.ne.jp" ��090-4541-7066@docomo.ne.jp�


E‐mail   � HYPERLINK "mailto:tomaruatoru@hotmail.com" ��tomaruatoru@hotmail.com�





� HYPERLINK "http://tomarusatoru.tripod.co.jp/index‐2.html" ��http://tomarusatoru.tripod.co.jp/index‐2.html�











青梅丘陵・雷電山アルバム





第百号　２０００年　十二月号


発行人　戸丸悟





箱根組は自然を大切にします


誰でも参加できます！　保険付！！





◎１１月現在の収支


繰越　３３，０７０円


入金　　４，０００円


支出


　印刷代　３，０００円


　コピー代　　２００円


現在高　３３，８７０円





の赤い実がかわいかった。１３時２５分、石神前分岐。２時５分、日向和田分岐。


このように、この青梅丘陵ハイキングコースは尾根から両サイドにいくつもの下山ルートがあるので、いつでも、いろいろな駅に下山できるので体力に合わせてコースを変えることができるので、便利な山である。それにしても、標高からして大したことはないと甘く見ていたせいか、数え切れないほどのアップダウンにさすがに体力を消耗してきて、山は標高ではないと、いつも言っていることを何度も思い出させる山である。


物見櫓、２時３０分。青梅市内を眺める絶好の展望台である。お祭りのような大きな音のする市内に向かって下りてゆく。枝垂桜の枝が見事な梅岩寺３時３０分。桜の季節に着てみたいものである。小休止して、青梅駅に３時４５分着。
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